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警告：合計が違います 警告：合計が違います
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会
名

第48回男子・第40回女子

全日本教員バスケットボール選手権大会
「おいでませ！山口国体バスケットボール競技リハーサル大会」
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期
日

2010年（平成22年) 8月10日(火)

会
場

○(熊本県)

11:45 男子2回戦

熊本教クB 88 83 和歌山教員

(和歌山県)●

主審 副審 高嶋憲彰  藤井正則
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熊本教クB 和歌山教員
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 40 9 6 1 3 2 0 4 - - - - - - -

5 0 0 0 0 3 0 0 5 - - - - - - -

6 2 0 1 0 2 0 0 6 - - - - - - -

植 山 善 夫

南 尚 樹

39:33 －

藤 末 貴 裕

村 上 伸一郎

岩 本 亮 一

選　手　氏　名 選　手　氏　名

岡 秀 吉

－ － － －
OT1 OT2

タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ OT1 OT2

－16:29 － 25:21 37:29
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

－ － 39:52
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6 2 0 1 0 2 0 0 6 - - - - - - -

7 (C) 36 6 8 2 2 9 0 7 14 0 7 0 0 6 0

8 - - - - - - - 8 2 0 1 0 0 0 0

9 - - - - - - - 10 - - - - - - -

11 8 0 4 0 4 0 0 11 0 0 0 0 0 0 0

12 2 0 1 0 4 2 0 13 - - - - - - -

13 - - - - - - - 14 - - - - - - -

16 - - - - - - - 15 2 0 1 0 0 1 0

16 31 2 11 3 4 0 1

岩 崎 聡 明

南 尚 樹

流 川 英 規

角 谷 芳 史

横 矢 直 人

吉 川 雄 一

藤 末 貴 裕

大 町 晋 司

脇 村 直 弥

宮 野 好 史

高 橋 雅 彦

友 川 一 久

宮 本 健 二

平 井 裕 人

佐 藤 勝 利

田 口 智 之

谷 村 弘 章
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16 31 2 11 3 4 0 1

17 16 1 3 7 5 1 0

18 18 2 3 6 0 2 1

23 - - - - - - -

29 0 0 0 0 2 1 1

88 15 20 3 18 13 0 83 5 26 16 11 11 3

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

櫻 井 翼

樫 山 匠

小 崎 亮 介

コーチ 山 本 良 和

合計 合計

高 橋 雅 彦

井 辺 正 城

坂 本 正 剛 コーチ
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戦　　評

両チームハーフコートのマンツーマンで試合開始。和歌山が速攻を軸に攻撃を重ねるのに対し、熊本は＃4・＃7の連続

得点で反撃する。しかし、次第に熊本の足が止まり、和歌山＃16・＃17が３Pを決めて引き離し、1Qは11－25の和歌山

リードであった。2Q、和歌山＃18・熊本＃7の3Pの応酬からはじまる。その後は、和歌山の速攻により点差は徐々にひろ

がっていく。熊本はメンバーチェンジで何とか持ちこたえようとするが、結局２Qは28－49の和歌山リードで折り返す。

3Q、和歌山は2－3のゾーンディフェンス、熊本はボールに強くあたるマンツーマンで開始。熊本は＃4の連続3P等で反撃

を開始し、1マークまで差を詰める。和歌山は残4：39たまらずTO、しかし、流れは変わらず、残2分にはついに逆転に成

功する その後和歌山も持ち直し 3Qは結局64－62の和歌山2点リードで最終Qに突入する 4Q最初に流れをつかんだの

0

20

40

60

80

100

0 5 10 15 20 25 30 35 40

得
点

熊本教クB

和歌山教員

Copyright(c) 2010 Yuzo Kosaka All Lights Reserved Vol.0063

記載者 渡辺文紀 （所属） 山口県バスケットボール協会

両チームハーフコートのマンツーマンで試合開始。和歌山が速攻を軸に攻撃を重ねるのに対し、熊本は＃4・＃7の連続

得点で反撃する。しかし、次第に熊本の足が止まり、和歌山＃16・＃17が３Pを決めて引き離し、1Qは11－25の和歌山

リードであった。2Q、和歌山＃18・熊本＃7の3Pの応酬からはじまる。その後は、和歌山の速攻により点差は徐々にひろ

がっていく。熊本はメンバーチェンジで何とか持ちこたえようとするが、結局２Qは28－49の和歌山リードで折り返す。

3Q、和歌山は2－3のゾーンディフェンス、熊本はボールに強くあたるマンツーマンで開始。熊本は＃4の連続3P等で反撃

を開始し、1マークまで差を詰める。和歌山は残4：39たまらずTO、しかし、流れは変わらず、残2分にはついに逆転に成

功する。その後和歌山も持ち直し、3Qは結局64－62の和歌山2点リードで最終Qに突入する。4Q最初に流れをつかんだの

は和歌山。得意の速攻で＃18が連続得点する。残8：13、6点差になったところで熊本はたまらずTO。その後は一進一退

の攻防を繰り返す。粘る熊本は＃4・＃7の3Pなどで再逆転し、残2：30、5点差になったところで和歌山TO。その後は熊

本が試合をうまくコントロールし、83－88で熊本が勝利した。見事な逆転勝利を収めた熊本は、＃7の活躍もさることな

がら、超ベテラン＃4の健闘は感動に値するものであった。

0

20

40

60

80

100

0 5 10 15 20 25 30 35 40

得
点

熊本教クB

和歌山教員


